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浪江町の除染計画 2

凡例 工事名 状況

浪江町除染等工事その1 除染実施済

浪江町除染等工事その2 除染実施済

浪江町除染等工事その3 除染実施中

浪江町除染等工事その4 除染実施中

ＪＲ常磐線 国道６号

酒井
（帰還困難区域）

畑川、小丸、井手、末ノ森、大堀、
室原、羽附、津島、下津島、
南津島上、南津島下、赤宇木、

手七郎、大昼 行政区
（帰還困難区域）

川添南

請戸北
請戸南

両竹

南棚塩北幾世橋南

北棚塩

北幾世橋北

苅宿

立野上

加倉

上ノ原

川添北

谷津田

小野田

牛渡・樋渡
幾世橋

権現堂
１～８区

西台
酒田

除染完了

立野中

田尻

H27年12月～

H27年11月～

施行中

施行中

施行中

仮置場調整中

施行中

施行中 施行中

施行中

施行中

施行中

施行中

施行中

H27年11月～

高瀬
除染完了

立野下
除染完了

仮置場調整中
仮置場調整中

仮置場調整中

居住制限区域

避難指示解除準備区域

施行中

常磐自動車道

佐屋前
施行中

藤橋北

中浜
仮置場調整中

仮置場調整中

施行中

仮置場調整中

平成28年度内の完了を目途に、除染等の措置を実施する



屋根･屋上
堆積物の除去

落葉、苔、泥など放射能を含ん
だゴミを取り除きます。

拭き取り
ウエス等で丁寧に屋根･屋上面を
拭き取ります。
一拭ごとに新しい面で拭きます。

壁・塀

生垣
（常緑樹のみ）

拭き取り
ガラス窓はウエス等で丁寧に拭き
取ります。
一拭ごとに新しい面で拭きます。

枝払い
生垣の生育に著しい影響が出ない
範囲で枝払いを行います。

堆積物の除去
落ち葉、苔、泥など放射能を含
んだゴミを取り除きます。

雨樋
(軒樋)

(竪樋)

拭き取り
ウエス等で丁寧に雨樋を拭き取り
ます。
一拭ごとに新しい面で拭きます。

高圧水洗浄
高圧水洗浄機で洗浄します。
排水は回収します。

ブラッシングあるいは高
圧水洗浄

乾いたブラシをかけます。湿ら
せたブラシを使う場合もありま
す。また、コンクリートは、高
圧水洗浄を行う場合があります。

ま
た
は

堆積物の除去
落ち葉、苔、泥など放射能を含
んだゴミを取り除きます。

建 物

コンクリート等は、高圧水洗浄を行う場合があります

基本的な除染方法(1) 3



砂利

土

植栽

舗装面

草･芝

堆積物
の除去

落葉、苔、泥
など放射能を
含んだゴミを
取り除きます。

除草･
芝刈

除染に先立ち
人力か機械で
除草を行いま
す。

砂利･砕石の除去･被覆
5cm程度の除去を行います。
除去した後は、同じ種類の砂利で従前の高さまで被覆し
ます。

比較的線量の高い
表土の除去･被覆

雨樋の下、樹木の根元、裸地において周囲より比較的
線量が高い部分について5cm程度の除去を行います。
除去した後は、山砂で従前の高さまで被覆します。
5cm程度の土壌の除去をしなかった裸地、植栽の個所
は、1cm程度の山砂で被覆します。

高圧水洗浄
舗装面にノズルを近づけて高圧水洗浄機で洗浄します。
排水は回収します。

芝の深刈り等（3cm剥ぎ取り）
芝地を地中3cm程度まで深刈りします。 この際、根
が残るので芝は自然再生しますが、必要に応じて、目
土・播種を行います。
また、線量が高く技術的に深刈りが難しい場所について
は芝の剥ぎ取り・張り替えを行います。

庭

基本的な除染方法(2) 4



農 地

水田
・
畑

除草
・

堆積
物の
除去

耕土厚確認の上
耕土厚が30セン
チ以上の場合

反転耕
実施後2回耕起

耕土厚確認の上
耕土厚が30セン
チ未満の場合

深耕（２回）

土壌の放射性物質濃度が5000Bq/kg未満の地域

表土削り取り
表面から平均5cm程度まで剥ぎ取り、客土を行い地力回復
メニューを実施後2回耕起します。

土壌の放射性物質濃度が5000Bq/kg以上の地域

ま
た
は

農地の状況により、

表土削り取りにかえ
て、反転耕または
深耕とすることもあ

ります。

その他の方法

※反転耕及び深耕の場合も地力回復メニューを実施します。

みなさまの農地の基本的な除染方法(3) 5基本的な除染方法(3)



森林

森林

※林縁から
20m程度の範

囲

下草・落葉の除去

下草、灌木等の刈払いを
行い、落葉、落枝等を取
り除きます。

林縁から２０ｍ
程度の森林

除染対象範囲 調査研究

ш ш
ш

ш

ш
ш

ш

ш

ш

生活圏

公園

農地 宅地

道路

枝打ち ※常緑針葉樹のみ

林縁部から5m程度の範囲を、地上高
4m程度まで枝を切り落とします。

みなさまのお住まいの除染方法(4) 6基本的な除染方法(4)



• 除染仮置場とは、除染作業の中で発生する廃棄物を、中間貯
蔵施設へ搬入するまで保管するための保管所です。浪江町内
では、行政区ごとにこの仮置場を設置する方針で進めており
ます。また、除染廃棄物の周りには、きれいな土が入った大
型土のうで遮蔽し、仮置場の周囲に放射線の影響がないよう
保管します。

厚さ(cm) 覆土による
遮へい効果

コンクリートによる
遮へい効果

5cm 51%減 57%減

10cm 74%減 79%減

15cm 86%減 89%減

30cm 98%減 99%減

浪江町役場仮置場

除染廃棄物の管理 7



除染廃棄物を仮置場保管中は下表のとおり管理を行います。

仮置場保管中の管理 8



仮置場 ～位置と搬入済除去土壌等～ 9

※1 データは９月末時点

酒田

立野下

高瀬

No 仮置場名 除去土壌等（袋）

1 酒田仮置場 69,431  

2 高瀬仮置場 29,076 

3 立野下仮置場 104,183 

合計 202,690



仮置場の管理 ～計測データの動向～

• 除染完了時点での平均空間線量率1mは、0.15～ 0.49μSv/hです。

• 浸出水、地下水からは管理基準値（Cs134/60+Cs137/90≦1）超の
放射性物質は検出されていません。

10

※1 データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※2 各仮置場内の測定点空間線量率1mの平均値を記載（括弧内は測定日）
※3 地下水については、地下水監視孔に水が見られず、また代替となる沢水等も周辺になし

No 仮置場名
空間線量率1m
（μSv/h）※2

浸出水（Bq/L） 地下水（Bq/L）

Cs134
検出

下限値
Cs137

検出
下限値

測定日 Cs134
検出

下限値
Cs137

検出
下限値

測定日

1 酒田仮置場
0.49

（2015/9/28）
ND １ ND １ 2015/9/25 ND 1 ND 1 2015/9/9

2 高瀬仮置場
0.15

（2015/9/29）
ND １ ND １ 2015/9/14 ND １ ND １ 2015/9/22

3 立野下仮置場
0.38

（2015/9/28）
ND １ ND １ 2015/9/29 -※3 - -※3 - -



７．一日の基本サイクル（※作業の進捗状況によっては変更の可能性有）

・作業時間 ： ７：３０ ～ １８：００（搬出元､搬出先とも）

・輸送車両 ：１０ｔダンプトラック

・往復回数 ： 輸送車両が４～６台稼働

１台が２往復／日程度 計８～１２往復／日程度

８．輸送車両の表示等

輸送車両は、荷台の積荷にシートを設置して下記の表示を車両の

前後左右に明示。

１．輸送概要

本事業は、大量の除染土壌等を輸送する段階に向け、安全かつ確実な輸送

を実施できることを確認する目的で実施する試験輸送（パイロット輸送）の

内、福島県双葉郡浪江町津島中学校仮置場に保管されている、除染で発生し

た除染土壌等を、双葉町の中間貯蔵施設予定地内保管場へ輸送したものです。

２．輸送実施者

発 注 者 ： 環境省 東北地方環境事務所福島環境再生事務所

輸送実施事業者 ： 前田・西松・田中特定建設工事共同企業体

３．搬出元、搬出先

搬出元 ： 福島県双葉郡浪江町 津島中学校仮置場

搬出先 ： 双葉町中間貯蔵施設予定地内保管場

（双葉工業団地敷地内）

４．輸送対象物と輸送数量

輸送対象物 ： 除染に伴い生じた土壌等（不燃物）

輸 送 数 量 ： 1,353m3

※輸送したフレキシブルコンテナ等1袋の体積を1㎥と換算した数値

５．ルート図（裏面参照）

６．輸送期間 平成２７年６月２３日から８月４日

車両後
面

車両側面
（左）

車両前
面

車両側面
（右）

荷台シート

浪江町の除染土壌等に係る輸送車両の運行について 11



田村市

南相馬市

浪江町

葛尾村

大熊町

双葉町

浪江IC

常磐富岡IC

中間貯蔵施設

輸送ルート：高速道路・自動車専用道路

輸送ルート：一般道路

その他の一般道路（県道以上）

積込場

６

399

288

中間貯蔵施設

114

南相馬市

浪江IC

南
相
馬
市
か
ら

川俣町

【浪江ＩＣ利用】
福島市、伊達市、相馬市、
新地町、飯舘村から

津島中学校
仮置場

６

114

パイロット輸送ルート（浪江町関連） 12



○除染実施後の空間線量率の推移を把握し、除染効果が維持
されているかどうか確認するため、平成２３年度に除染モデル
実証事業を実施した地区のうち、１５地区を対象に空間線量率
を追跡調査し、除染直後の結果と比較しました。

○調査時期：
第１回 平成24年10月 第２回 平成25年 3月
第３回 平成25年 5月～ 7月 第４回 平成25年 9月～10月
第５回 平成25年12月 第６回 平成26年 3月～ 4月
第７回 平成26年 6月～ 7月 第８回 平成26年 9月
第９回 平成26年11月～12月 第10回 平成27年5月～6月

※平成27年度は2回の調査を予定

(1) 南相馬市 （金房小学校周辺）
(2) 浪江町 （津島地区、権現堂地区）
(3) 飯舘村 （草野地区、いいたてホーム・いちばん館、

菊池製作所、ハヤシ製作所）
(4) 富岡町 （夜の森公園、富岡第ニ中学校）
(5) 葛尾村 （役場周辺）
(6) 大熊町 （役場周辺、夫沢地区）
(7) 楢葉町 （南工業団地）
(8) 川内村 （貝の坂地区）
(9) 川俣町 （坂下地区）（第９回調査より調査開始）

（全１８地区のうち、調査の了解が得られた１５地区）
【 除染モデル実証事業対象地区の位置 】

○調査地区

飯舘村

浪江町

南相馬市

富岡町川内村

大熊町

葛尾村

楢葉町

権現堂地区

金房小学校周辺
津島地区

坂下地区

草野地区

いいたてホーム・いちばん館

夫沢地区

富岡第二中学校

大熊町役場周辺

夜の森公園

葛尾村役場周辺

地見城地区

貝の坂地区
上繁岡地区

南工業団地

中央台・苗代替地区

菊池製作所ハヤシ製作所

平成２７年１０月１６日時点

川俣町

除染モデル実証事業後の空間線量率の推移について 13



今回の調査では、それぞれの地区の敷地面積に応じ、更に地形等を考慮し、周囲の
除染未実施地区からの影響を確認しやすいと考えられる境界線付近や道路上を中心に、
地区ごとに10～30点程度を測定点として選定した。測定したのは高さ１ｍの空間線
量率とした。

赤枠 ；除染モデル実証事業範囲
黒の●；モデル実証事業時の測定点
緑の○；追跡調査の測定点

測定点の選定方法 14



＊：除染直前及び直後の測定点のうち、今回の測定点に対応する点（近傍の点）の測定結果を示す。

上段：最小値～最大値

下段（　）内：平均値

（単位：μSv/h）
調査地区
（15地区）

評価対象点数

38.9 ～ 146 7.10 ～ 91.3 7.40 ～ 69.8 7.15 ～ 64.5 6.63 ～ 62.8 6.54 ～ 53.2 6.18 ～ 53.9 5.65 ～ 50.4 5.19 ～ 45.1 5.07 ～ 41.7 4.88 ～ 42.0 4.29 ～ 40.0 19

4.11 ～ 19.0 2.97 ～ 9.55 1.71 ～ 7.48 1.46 ～ 6.54 1.45 ～ 6.40 1.33 ～ 6.74 1.25 ～ 6.23 1.12 ～ 5.55 1.02 ～ 5.26 1.00 ～ 5.05 0.95 ～ 4.98 0.85 ～ 4.35 28

5.68 ～ 12.1 1.41 ～ 6.14 1.72 ～ 5.37 1.70 ～ 5.00 1.47 ～ 4.33 1.35 ～ 4.19 1.32 ～ 4.29 1.22 ～ 4.13 1.14 ～ 3.90 1.05 ～ 3.79 1.04 ～ 3.76 0.99 ～ 3.27 26

6.35 ～ 13.3 1.96 ～ 7.97 1.55 ～ 5.18 1.63 ～ 4.66 1.48 ～ 4.60 1.24 ～ 4.00 1.25 ～ 3.98 1.15 ～ 3.57 1.07 ～ 3.16 1.05 ～ 3.12 1.00 ～ 3.04 0.89 ～ 2.66 24

2.18 ～ 9.74 0.61 ～ 2.88 0.59 ～ 2.45 0.56 ～ 2.25 0.50 ～ 2.13 0.49 ～ 1.94 0.46 ～ 1.80 0.44 ～ 1.68 0.38 ～ 1.50 0.37 ～ 1.48 0.36 ～ 1.47 0.31 ～ 1.23 10

2.47 ～ 8.41 1.20 ～ 4.20 0.98 ～ 2.76 0.93 ～ 2.65 0.92 ～ 2.44 0.82 ～ 2.22 0.76 ～ 2.08 0.75 ～ 1.88 0.69 ～ 1.70 0.68 ～ 1.66 0.70 ～ 1.57 0.60 ～ 1.45 16

1.62 ～ 5.88 0.38 ～ 2.96 0.68 ～ 3.22 0.67 ～ 3.12 0.60 ～ 2.93 0.57 ～ 2.53 0.53 ～ 2.46 0.47 ～ 2.21 0.45 ～ 2.06 0.39 ～ 1.89 0.37 ～ 1.87 0.32 ～ 1.67 22

1.72 ～ 7.65 1.53 ～ 6.20 0.97 ～ 1.95 0.83 ～ 1.96 0.76 ～ 1.92 0.50 ～ 1.32 0.49 ～ 1.23 0.42 ～ 1.11 0.40 ～ 1.02 0.38 ～ 1.00 0.24 ～ 0.99 0.20 ～ 0.89 9

1.96 ～ 4.25 1.33 ～ 2.92 0.93 ～ 2.70 0.79 ～ 2.56 0.72 ～ 2.34 0.66 ～ 2.08 0.60 ～ 2.06 0.48 ～ 2.20 0.41 ～ 1.97 0.39 ～ 1.92 0.37 ～ 1.89 0.34 ～ 1.69 20

1.43 ～ 3.94 0.35 ～ 2.70 0.35 ～ 2.92 0.30 ～ 2.63 0.31 ～ 2.52 0.27 ～ 2.28 0.26 ～ 2.21 0.23 ～ 2.02 0.21 ～ 1.90 0.20 ～ 1.78 0.19 ～ 1.67 0.18 ～ 1.55 18

1.84 ～ 3.62 1.28 ～ 3.95 1.21 ～ 3.64 0.93 ～ 2.85 0.83 ～ 2.70 0.75 ～ 2.60 0.67 ～ 2.48 0.60 ～ 2.20 0.54 ～ 2.13 0.53 ～ 2.10 0.51 ～ 2.08 0.50 ～ 1.89 21

0.91 ～ 1.98 0.53 ～ 2.20 0.38 ～ 1.48 0.37 ～ 1.36 0.36 ～ 1.30 0.32 ～ 1.09 0.28 ～ 1.00 0.28 ～ 0.92 0.26 ～ 0.85 0.25 ～ 0.84 0.24 ～ 0.83 0.19 ～ 0.61 22

0.68 ～ 1.73 0.22 ～ 1.45 0.25 ～ 1.05 0.20 ～ 1.09 0.19 ～ 1.01 0.18 ～ 0.92 0.17 ～ 0.90 0.15 ～ 0.84 0.14 ～ 0.73 0.13 ～ 0.63 0.13 ～ 0.63 0.14 ～ 0.65 32

0.23 ～ 0.64 0.15 ～ 0.60 0.15 ～ 0.40 0.15 ～ 0.37 0.15 ～ 0.34 0.14 ～ 0.32 0.13 ～ 0.26 0.11 ～ 0.22 0.10 ～ 0.20 0.10 ～ 0.19 0.10 ～ 0.18 0.10 ～ 0.18 21

1.37 ～ 4.06 0.78 ～ 2.90 0.53 ～ 1.50 0.47 ～ 1.38 20

(測定：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構）

(2.83) (1.58) (0.99)

(0.16) (0.15) (0.15) (0.15)

川俣町　坂下地区

(0.36)

楢葉町　南工業団地

(0.39) (0.29) (0.31) (0.28) (0.25) (0.24) (0.20) (0.18)

(0.54) (0.50) (0.46) (0.42) (0.39) (0.38)

(0.86)

(0.48) (0.46) (0.45) (0.37)

南相馬市　金房小学校周辺

(1.15) (0.93) (0.67) (0.64) (0.60)

葛尾村　役場周辺

(1.42) (1.12) (0.82) (0.75) (0.71) (0.62) (0.57) (0.52)

(0.66) (0.63) (0.59) (0.55)

川内村　貝の坂地区

(2.75) (2.24) (1.96) (1.51) (1.31) (0.79)(1.22) (1.09) (0.93) (0.89) (0.86) (0.84)

飯舘村　菊池製作所

(2.89) (1.11) (1.09) (0.99) (0.93) (0.84) (0.78) (0.71)

(0.71) (0.70) (0.62) (0.57)

飯舘村
いいたてホーム・いちばん館

(3.02) (2.04) (1.88) (1.75) (1.60) (0.80)(1.42) (1.36) (1.18) (1.06) (1.02) (0.99)

飯舘村　ハヤシ製作所

(3.39) (3.00) (1.53) (1.47) (1.38) (0.93) (0.87) (0.79)

(1.17) (1.12) (1.09) (1.00)

飯舘村　草野地区

(4.00) (1.92) (1.44) (1.40) (1.30) (0.67)(1.15) (1.10) (0.97) (0.90) (0.87) (0.84)

浪江町　権現堂地区

(5.52) (2.59) (1.83) (1.71) (1.58) (1.45) (1.38) (1.28)

(2.20) (2.13) (2.08) (1.79)

富岡町　富岡第二中学校

(6.78) (1.48) (1.13) (1.06) (0.98) (0.58)(0.89) (0.83) (0.78) (0.71) (0.69) (0.67)

富岡町　夜の森公園

(8.68) (4.37) (3.52) (3.33) (3.05) (2.75) (2.65) (2.38)

(2.68) (2.28)

浪江町　津島地区

(9.02) (3.78) (3.49) (3.35) (2.84) (1.81)(2.69) (2.59) (2.37) (2.21) (2.09) (2.06)

(11.9)

大熊町　役場周辺

(11.3) (5.66) (4.38) (3.76) (3.63) (3.52) (3.34) (3.05)

(16.8) (16.2) (15.1) (13.8) (13.0) (12.8)
大熊町　夫沢地区

(67.0) (25.3) (21.2) (20.1) (18.2)

(2.82) (2.74)

第５回調査の測定結果
（H25.12月)

第６回調査の測定結果
（H26.3～4月)

第７回調査の測定結果
（H26.6～7月)

第８回調査の測定結果
（H26.9月)

第９回調査の測定結果
（H26.11～12月)

第１０回調査の測定結果
（H27.5～6月)

除染直前の測定結果＊

(H23.11月、12月)
除染直後の測定結果＊

(H23.12月～H24.4月)

第1回調査の測定結果
(H24.10月)

第2回調査の測定結果
（H25.3月)

第3回調査の測定結果
（H25.5～7月)

第4回調査の測定結果
（H25.9～10月)

調査結果（１） 15調査結果（１）



○除染直後の空間線量率を１００とした場合の空間線量率の平均値の推移を示すと下図のとおり
（除染前の空間線量が高い地域を左から順に並べている。）。
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除染直前の測定結果

（H23.11月、12月）
除染直後の測定結果

（H23.12月～H24.4月）
第１回調査結果

（H24.10月）
第２回調査結果

（H25.3月）
第３回調査結果

（H25.5月～7月）
第４回調査結果

（H25.9月、10月）
第５回調査結果

（H25.12月）
第６回調査結果

（H26.3月、4月）
第７回調査結果

（H26.6月、7月）
第８回調査結果

（H26.9月）
第９回調査結果

（H26.11月、12月）
第１０回調査結果

（H27.5月、6月）

約460％

除染直後 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

第１回追跡調査 84 77 93 81 76 71 75 51 92 98 87 73 72 108 81 ―

第２回追跡調査 80 67 89 76 72 66 73 49 86 89 68 67 69 95 75 ―

第３回追跡調査 72 64 75 70 66 61 68 46 79 84 58 63 64 87 69 ―

第４回追跡調査 66 62 71 63 60 56 60 31 70 75 54 55 58 82 63 ―

第５回追跡調査 64 59 69 61 56 53 57 29 67 70 49 51 53 68 60 ―

第６回追跡調査 60 54 63 55 53 49 50 26 58 64 41 46 49 61 55 ―

第７回追跡調査 55 50 59 50 48 45 47 24 52 59 40 43 45 55 51 ―

第８回追跡調査 51 48 55 49 46 43 45 23 50 56 39 41 42 53 48 ―

第９回追跡調査 51 47 55 48 45 42 44 21 49 53 38 40 41 52 47 63 

第１０回追跡調査 47 40 48 41 39 39 35 19 39 49 35 33 39 51 42 55 

調査結果（２） 16

＊：浪江町津島地区、飯舘村及び川俣町坂下地区の除染直後の測定結果については、積雪の影響を受けて測定値が低めとなっている可能性があ
ります。
注１）測定値は、降雨／降雪、気温などの気象条件、地面の湿潤状態や草木の繁茂状態などの環境条件により変動することがあります。
注２）除染直後の測定から第１０回の追跡調査までは３年３ケ月程度経過しており、その間に放射性セシウムに起因する線量率は物理減衰によ
り50％程度の低減が見込まれます。



①除染実施後から直近の調査までの空間線量率の推移をみると、全
ての地区で空間線量率の平均値が減少しており、除染の効果はお
おむね維持されていることが分かりました。

④今後も定期的に調査を実施し、引き続き除染効果が維持されてい
ることを確認してまいります。

②第１回調査から継続して調査を行っている１４地区の平均値で見
ると、除染モデル実証事業により空間線量率が６割程度減少して
いました。更に今回の調査により、その後の約３年３ケ月程度
で、除染直後に比べ空間線量率が約６０％減少していたことが分
かりました（なお、この期間の放射性セシウムの物理減衰に伴う
空間線量率の低減は約５０％と見込まれます。）。

③第１回調査と第１０回調査の結果を比較すると、全ての測定点
（２８８点）で空間線量率が減少しており、空間線量率が継続的
に上昇しているような測定点は見られませんでした。

調査結果（まとめ） 17



○除染実施後の空間線量率の推移を把握し、除染効
果が維持されているかどうか確認するため、平成
２５年度に帰還困難区域の除染モデル実証事業を
実施した６地区を対象に空間線量率を追跡調査
し、除染直後の結果と比較しました。

○調査時期：第１回 平成26年11月～12月
第２回 平成27年5月

※平成27年度は4回の調査を予定

【 帰還困難区域除染モデル実証事業
対象地区の位置 】

※避難指示区域は第２回調査時点のもの

○調査地区

平成２７年１０月１６日時点

（1）浪江町（赤宇木地区、大堀地区、井手地区）
（2）双葉町（双葉厚生病院一帯、

ふたば幼稚園、双葉町農村広場）

帰還困難区域除染モデル実証事業後の空間線量率の推移に
ついて 18



青枠；除染モデル実証事業範囲
赤枠；モデル実証事業時の測定範囲
黒の●；モデル実証事業時の測定点
緑の○；追跡調査の測定点

今回の調査では、それぞれの地区の敷地面積に応じ、更に地形等を考慮し、周囲の除染未実施
地区からの影響を確認しやすいと考えられる境界線付近や道路上を中心に、地区ごとに15点程度
を測定点として選定した。測定したのは高さ１ｍの空間線量率とした。

測定点の選定方法 19



除染前の
平均値

除染後の
平均値

［μSv/h］ ［μSv/h］

住宅地 705 8.13 3.62

農地 383 8.08 3.87 5.20 ～ 9.98 1.72 ～ 5.75 1.81 ～ 5.04 1.61 ～ 4.27

道路 106 6.68 3.39

森林※４ 38 8.67 7.47

住宅地 584 8.88 3.26

農地 202 9.50 2.78 5.47 ～ 10.4 1.77 ～ 4.55 1.52 ～ 4.40 1.35 ～ 3.82

道路 115 6.94 2.63

森林※４ 46 10.31 8.01

住宅地 825 18.07 8.47

農地 944 17.81 8.82 9.85 ～ 22.3 3.21 ～ 7.99 2.64 ～ 8.17 2.45 ～ 7.28

道路 233 17.55 7.92

森林※４ 92 16.19 13.68

大型施設 525 10.26 3.01 4.65 ～ 17.5 1.95 ～ 6.97 1.35 ～ 4.62 1.12 ～ 4.25

道路 33 8.44 2.75

学校 213 11.65 3.81

公園 38 11.64 3.93

草地・芝地 42 9.20 2.50

住宅地 8 17.86 6.20

公園 82 22.07 4.46

森林※４ 20 18.10 10.98

(2.92)

0.86 ～ 4.42

(2.23)(6.53) (3.19) (2.01)

双葉町
農村広場

12
11.2 ～ 26.2 2.39 ～ 10.9 ～

(18.7) (6.44)

2.48 ～

～ 7.98 0.80 ～

(4.39)

8.55

(4.99)

2.29 7.48

[μSv/h] [μSv/h]

浪江町
赤宇木地区

15

4.07

双葉厚生
病院一帯

15
(8.65) (3.74) (2.62)

ふたば
幼稚園

14
4.08 ～ 12.6 1.11

浪江町
大堀地区

13
(6.50) (2.78) (2.13)(2.39)

浪江町

井手地区※３ 14
(16.2) (5.27) (4.37)(4.78)

(7.00) (3.77) (2.65)

地区

除染による低減効果の測定結果※１
【1m空間線量率（ただし、ふたば幼稚園は0.5m空間線量率）】

追跡調査の測定点の測定結果※２
【上段：1m空間線量率の範囲（最小値～最大値）

下段：（　）内は1m空間線量率の平均値】

地目
測定
点数

測定
点数

除染前の
測定結果※５

除染後の
測定結果※５

第1回調査の
測定結果※５

[μSv/h]

(3.03)

第2回調査の
測定結果※５

[μSv/h]

※１ 未除染エリアからの影響を取り除くため、未除染エリアから10m以内の測定点は除いている。

※２ 未除染エリアからの影響を確認しやすいように測定点を、未除染エリアとの境界付近や道路を中心に設定している。

※３ 井手地区の農地の値は、本表の「除染による低減効果の測定結果」の「除染後の平均値」については、除草、表土削り取り（5cm）のみ実施した段階のデータであるが、
一方、本表の「追跡調査の測定点の測定結果」の「除染後の測定結果」については、通常の本格除染と同様に土壌を5cm削りとった後にそのまま客土・耕起を行った場所と、
予備的なデータを取得するために地権者の同意を得てさらに5cm（合計10cm）削り取ってから客土・耕起を行った場所があり、それらを実施後のデータである。

※４ 森林には、生活圏でない測定点（林縁から森林側に10m程度入った部分）を含む。また、森林の機能を損なわないように配慮している。
※５ 除染前及び除染後の測定結果は、追跡調査の測定点に対応する点（近傍の点）の測定結果を示している。また測定値は、降雨／降雪、気温などの気象条件、地面の湿潤状

態や草木の繁茂状態などの環境条件により変動することがある。そのため、除染直後と継続モニタリング（第１,2回調査）とでは、測定位置等の測定条件が異なることから、一部
には第１,2回調査の方が高い例もあるが、全体的な傾向は、平均値から確認できる。

調査結果（１） 20調査結果（１）



注１）測定値は、降雨／降雪、気温などの気象条件、地面の湿潤状態や草木の繁茂状態などの環境条件により変動することがある。
注２）除染直後の測定から第2回の追跡調査までは１年半程度経過しており、その間に放射性セシウムに起因する線量率は物理減衰により

２０％程度の低減が見込まれる。
注３）除染直後と継続モニタリング（第１,2回調査）とでは、測定位置等の測定条件が異なることから、測定点ごとの単純な比較はできない

が、全体的な傾向は、平均値から確認できる。

○除染直後の空間線量率を１００とした場合の空間線量率の平均値の推移を示すと下図のとお
り。

＊ 井手地区の農地では、通常の本格除染と同様に土壌を5cm削り取った後にそのまま客土・耕起を行った場所と、予備的なデータを取得する
ために地権者の同意を得てさらに5cm（合計10cm）削り取ってから客土・耕起を行った場所がある。
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除染直前の測定結果

(H25.9月～11月)

除染直後の測定結果

(H25.11月～H26.4月)

第1回調査結果

（H26.11月・12月)

第2回調査結果

（H27.5月）

除染直後 100 100 100 100 100 100 100

第1回追跡調査 81 86 91 78 70 78 81 
第2回追跡調査 70 77 83 70 63 68 72 
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調査結果（２） 21



①除染実施後と第２回調査の空間線量率を比較すると、全ての地区
で空間線量率の平均値が減少しており、除染の効果はおおむね維
持されていることが分かりました。

④今後も定期的に調査を実施し、引き続き除染効果が維持されてい
ることを確認してまいります。

②６地区の平均値で見ると、除染モデル実証事業により空間線量率
が６割程度減少していました。更に今回の調査により、その後の
約１年半程度で、除染直後に比べ空間線量率が約３０％減少して
いたことが分かりました（なお、この期間の放射性セシウムの物
理減衰に伴う空間線量率の低減は約２０％と見込まれます。）。

③第１回調査と第２回調査の結果を比較すると、全ての測定点（８
３点）で空間線量率が減少しており、空間線量率が上昇している
ような測定点は見られませんでした。

調査結果（まとめ） 22



本格除染における除染状況 23

凡例 工事名 状況

浪江町除染等工事その1 除染実施済

浪江町除染等工事その2 除染実施済

浪江町除染等工事その3 除染実施中

浪江町除染等工事その4 除染実施中

ＪＲ常磐線 国道６号

酒井
（帰還困難区域）

畑川、小丸、井手、末ノ森、大堀、
室原、羽附、津島、下津島、
南津島上、南津島下、赤宇木、

手七郎、大昼 行政区
（帰還困難区域）

川添南

請戸北
請戸南

南棚塩北幾世橋南

北棚塩

北幾世橋北

苅宿

立野上

加倉

上ノ原

川添北

谷津田

小野田

牛渡・樋渡
幾世橋

権現堂
１～８区

西台
酒田

除染完了

立野中

田尻

H27年12月～

H27年11月～

施行中

施行中

施行中

仮置場調整中

施行中

施行中 施行中

施行中

施行中

施行中

施行中

施行中

H27年11月～

高瀬
除染完了

立野下
除染完了

仮置場調整中
仮置場調整中

仮置場調整中

居住制限区域

避難指示解除準備区域

施行中

常磐自動車道

佐屋前
施行中

藤橋北

両竹

中浜
仮置場調整中

仮置場調整中

施行中

仮置場調整中



＜参考＞線量分布マップ 24

ＪＲ常磐線

国道６号

酒井
（帰還困難区域）

畑川、小丸、井手、末ノ森、大堀、
室原、羽附、津島、下津島、
南津島上、南津島下、赤宇木、

手七郎、大昼 行政区
（帰還困難区域）

川添南

請戸北 請戸南

両竹

南棚塩北幾世橋南

北棚塩
北幾世橋北

苅宿

立野上

加倉

上ノ原

川添北

谷津田

小野田

牛渡・樋渡

幾世橋

西台

酒田
除染完了

立野中

田尻
高瀬

除染完了

立野下
除染完了

中浜

常磐自動車道

佐屋前

藤橋北

権現堂
１～８区

※放射線量等分布マップより抜粋

平成26年11月07日時点

凡例



浪江町その1（酒田）、その2工事（高瀬、

立野下）について、除染結果がまとまりました。

【空間線量率1m 線量メッシュマップ】

除染前線量測定時期：平成25年11月～平成27年2月

除染前 除染後

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません

除染後線量測定時期：平成26年1月～平成27年5月

25除染の効果 ～線量MAP～
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除染の効果 ～線量ヒストグラム～

• 対象地域全体（酒田、高瀬、立野下）で、空間線量率1mが平均58%
低減しました。
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【空間線量率1m 線量ヒストグラム】
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【空間線量率（μSv/h）】

除染前

除染後

除染前の平均値 2.06μSv/h

除染後の平均値 0.86μSv/h

58％減

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません
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• 除染作業により、例えば宅地（酒田、高瀬、立野下）では空間線量率
1mが平均59%低減しました。
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【空間線量率1m 除染対象別低減率】

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません

27除染の効果 ～除染対象別低減率～



除染の効果 ～除染対象別低減率 詳細～

• 対象地域全体（酒田、高瀬、立野下）において、除染前の線量帯の高低にかかわらず、除染の効果が
現れています。

28

【空間線量率1m 除染対象別低減率詳細】

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません

土地区分
除染前の線量帯

（μSv/h）
測定点数

除染前の平均値
（μSv/h）

除染後の平均値
（μSv/h）

低減率

宅地

3.5以上 1,146 4.49 1.70 62%

2.5以上3.5未満 1,143 2.96 1.19 60%

1.5以上2.5未満 1,617 1.95 0.83 57%

1.5未満 2,509 0.82 0.39 52%

農地

3.5以上 787 4.26 0.99 77%

2.5以上3.5未満 469 3.02 0.92 70%

1.5以上2.5未満 555 1.95 0.63 68%

1.5未満 1,124 0.72 0.38 48%

森林

3.5以上 214 4.89 3.79 23%

2.5以上3.5未満 144 3.09 2.40 22%

1.5以上2.5未満 85 2.01 1.51 25%

1.5未満 88 0.95 0.73 22%

道路

3.5以上 627 4.19 1.68 60%

2.5以上3.5未満 1,013 2.93 1.20 59%

1.5以上2.5未満 1,422 2.00 0.87 57%

1.5未満 2,398 0.70 0.41 41%



除染の効果 ～宅地行政区別低減率～

• いずれの行政区でも、除染の効果が現れています。

29

【空間線量率1m 宅地行政区別低減率】

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません

行政区名 測定点数
除染前の平均値

（μSv/h）
除染後の平均値

（μSv/h）
低減率

対象地域全体 6,415 2.14 0.88 59%

酒田 1,435 2.21 0.97 56%

高瀬 2,537 1.11 0.48 57%

立野下 2,443 3.17 1.25 61%

・除染前測定時期：平成25年11月19日～平成27年2月9日 ・除染後測定時期：平成26年2月20日～平成27年5月30日
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除染の効果（宅地）～線量ヒストグラム～

• 対象地域全体（宅地）で、空間線量率1mが平均59%低減しました。
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【空間線量率1m 線量ヒストグラム 宅地】
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【空間線量率（μSv/h）】

除染前

除染後
除染前の平均値 2.14μSv/h

除染後の平均値 0.88μSv/h

59％減

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません
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除染の効果（宅地）～線量ヒストグラム～

• 酒田行政区（宅地）で、空間線量率1mが平均56%低減しました。
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【空間線量率1m 線量ヒストグラム 宅地 酒田行政区】
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【空間線量率（μSv/h）】

除染前

除染後
除染前の平均値 2.21μSv/h

除染後の平均値 0.97μSv/h

56％減

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません
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除染の効果（宅地）～線量ヒストグラム～

• 高瀬行政区（宅地）で、空間線量率1mが平均57%低減しました。
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【空間線量率1m 線量ヒストグラム 宅地 高瀬行政区】
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【空間線量率（μSv/h）】

除染前

除染後
除染前の平均値 1.11μSv/h

除染後の平均値 0.48μSv/h

57％減

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません
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除染の効果（宅地）～線量ヒストグラム～

• 立野下行政区（宅地）で、空間線量率1mが平均61%低減しました。
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【空間線量率1m 線量ヒストグラム 宅地 立野下行政区】
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【空間線量率（μSv/h）】

除染前

除染後
除染前の平均値 3.17μSv/h

除染後の平均値 1.25μSv/h

61％減

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません



・除染終了後は、結果を順次ご報告させていただいています。

・今後、除染効果が維持されていることを確認するために事後モニタリン
グを実施します。

＜酒田行政区のお宅の例＞

植栽
除染前：4.16µSv/h
除染後：0.91µSv/h

土壌
除染前：3.79µSv/h
除染後：0.73µSv/h

砂利・砕石
除染前：4.19µSv/h
除染後：0.95µSv/h屋根

除染前：1.64µSv/h
除染後：0.65µSv/h

舗装面
除染前：1.78µSv/h
除染後：1.11µSv/h

今後の進め方(1) 34



・放射性物質が集積しやすい箇所については、現在行っている
除染事業でしっかり対応していますが、仮に新たに汚染が確
認されるなど、除染効果が維持されていない地点について
は、フォローアップの除染を行っていきます。

＜放射性物質が集積しやすい箇所のイメージ（例）＞

雨樋下

屋根の雨だれ部

舗装面のひび割れ 法じり

今後の進め方(2) 3535



除染に関する相談窓口 36

【相談窓口の設置】
平成26年11月から設置・対応中
※電話番号：0120-505-043

【相談内容・件数】

区分 相談内容
H26

11-12
H27
1-2 3-4 5-6 7-8 9-10

相談
件数計

除染に関する相談

ビニールハウス解体等 2 1 4 1 1 9
屋外残置物の片づけ等 2 5 8 7 6 28
除染方法 ①(竹、梨等) 6 3 1 3 2 2 17
除染方法 ②(覆土等) 6 3 3 4 14 10 40

除染に関する質問・
事務的な連絡

事務的な連絡(再立会、連絡先変更等) 8 2 1 2 6 19
除染後の線量 2 1 1 2 1 7
同意方法 1 1 1 3
除染方法 (標準工法等) 3 1 1 5
連絡先 (JV等) 1 2 1 4 2 10
除染状況の確認 4 10 11 8 4 37
除染スケジュールの確認 6 2 4 2 5 3 22

合 計
36件

(21,15)
13件
(8,5)

35件
(25,10)

31件
(24,7)

47件
(38,9)

35件
(24,11)

197件
(139,58)※

※（電話,来所）



参考資料
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＜参考＞除染の効果（酒田）～除染対象別低減率～

• 除染作業により、例えば宅地では空間線量率1mが
平均56%低減しました。
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【空間線量率1m 除染対象別低減率 酒田行政区】

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません
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＜参考＞除染の効果（酒田）～線量ヒストグラム～

• 対象地域全体で、空間線量率1mが平均57%低減しました。

2

【空間線量率1m 線量ヒストグラム 酒田行政区】
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【空間線量率（μSv/h）】

除染前

除染後

除染前の平均値 2.41μSv/h

除染後の平均値 1.03μSv/h

57％減

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません



＜参考＞除染の効果（酒田）～除染対象別低減率 詳細～

• 除染前の線量帯の高低にかかわらず、除染の効果が現れています。

3

【空間線量率1m 除染対象別低減率詳細 酒田行政区】

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません

土地区分
除染前の線量帯

（μSv/h）
測定点数

除染前の平均値
（μSv/h）

除染後の平均値
（μSv/h）

低減率

宅地

3.5以上 169 4.29 1.93 55%

2.5以上3.5未満 307 2.97 1.14 62%

1.5以上2.5未満 553 1.94 0.87 55%

1.5未満 406 1.13 0.57 50%

農地

3.5以上 392 4.34 1.02 77%

2.5以上3.5未満 119 3.08 0.99 68%

1.5以上2.5未満 191 1.87 0.53 71%

1.5未満 254 1.14 0.36 68%

森林

3.5以上 32 4.97 4.21 15%

2.5以上3.5未満 31 2.94 2.66 10%

1.5以上2.5未満 36 1.93 1.65 14%

1.5未満 12 1.27 1.13 11%

道路

3.5以上 305 4.29 1.92 55%

2.5以上3.5未満 322 2.95 1.54 48%

1.5以上2.5未満 446 2.01 1.02 49%

1.5未満 477 1.02 0.58 43%
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＜参考＞除染の効果（高瀬）～除染対象別低減率～

• 除染作業により、例えば宅地では空間線量率1mが
平均57%低減しました。
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【空間線量率1m 除染対象別低減率 高瀬行政区】

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません
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＜参考＞除染の効果（高瀬）～線量ヒストグラム～

• 対象地域全体で、空間線量率1mが平均45%低減しました。

5

【空間線量率1m 線量ヒストグラム 高瀬行政区】
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【空間線量率（μSv/h）】

除染前

除染後

除染前の平均値 1.03μSv/h

除染後の平均値 0.56μSv/h

45％減

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません



＜参考＞除染の効果（高瀬）～除染対象別低減率 詳細～

• 除染前の線量帯の高低にかかわらず、除染の効果が現れています。

6

【空間線量率1m 除染対象別低減率詳細 高瀬行政区】

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません

土地区分
除染前の線量帯

（μSv/h）
測定点数

除染前の平均値
（μSv/h）

除染後の平均値
（μSv/h）

低減率

宅地

3.5以上 40 4.06 1.59 61%

2.5以上3.5未満 116 2.86 1.18 59%

1.5以上2.5未満 545 1.91 0.75 61%

1.5未満 1,836 0.70 0.33 53%

農地

3.5以上 7 4.54 2.57 43%

2.5以上3.5未満 8 2.75 1.51 45%

1.5以上2.5未満 88 1.91 0.86 55%

1.5未満 812 0.55 0.37 33%

森林

3.5以上 113 4.88 3.84 21%

2.5以上3.5未満 84 3.13 2.34 25%

1.5以上2.5未満 29 2.05 1.30 37%

1.5未満 64 0.82 0.61 26%

道路

3.5以上 16 4.24 2.49 41%

2.5以上3.5未満 33 2.92 1.55 47%

1.5以上2.5未満 162 1.87 1.06 43%

1.5未満 1,681 0.54 0.36 33%
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＜参考＞除染の効果（立野下）～除染対象別低減率～

• 除染作業により、例えば宅地では空間線量率1mが
平均61%低減しました。
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【空間線量率1m 除染対象別低減率 立野下行政区】

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません
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＜参考＞除染の効果（立野下）～線量ヒストグラム～

• 対象地域全体で、空間線量率1mが平均63%低減しました。

8

【空間線量率1m 線量ヒストグラム 立野下行政区】
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【空間線量率（μSv/h）】

除染前

除染後

除染前の平均値 2.97μSv/h

除染後の平均値 1.08μSv/h

63％減

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません



＜参考＞除染の効果（立野下）～除染対象別低減率 詳細
～

• 除染前の線量帯の高低にかかわらず、除染の効果が現れています。

9

【空間線量率1m 除染対象別低減率詳細 立野下行政区】

※データは確定前の速報値ですので、後日修正されることがあります
※放射線量は、除染作業の前後で測定したものであり、その後の自然減衰等は含まれていません

土地区分
除染前の線量帯

（μSv/h）
測定点数

除染前の平均値
（μSv/h）

除染後の平均値
（μSv/h）

低減率

宅地

3.5以上 937 4.54 1.66 63%

2.5以上3.5未満 720 2.98 1.22 59%

1.5以上2.5未満 519 2.01 0.88 56%

1.5未満 267 1.17 0.59 49%

農地

3.5以上 388 4.17 0.93 78%

2.5以上3.5未満 342 3.01 0.88 71%

1.5以上2.5未満 276 2.02 0.63 69%

1.5未満 58 1.27 0.54 58%

森林

3.5以上 69 4.87 3.51 28%

2.5以上3.5未満 29 3.10 2.27 27%

1.5以上2.5未満 20 2.09 1.57 25%

1.5未満 12 1.30 1.00 23%

道路

3.5以上 306 4.10 1.39 66%

2.5以上3.5未満 658 2.92 1.01 66%

1.5以上2.5未満 814 2.02 0.74 63%

1.5未満 240 1.19 0.44 63%


